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ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から かい４０

を読んでいる人は殆どいないというのが現状で
す。
　そのために、構成管理ツールを導入すると
言っても、そのことが、今の自分たちの作業の
流れにどのような影響を与えるのか判断できな
いし、ツールが効果を発揮するように作業の流
れを変えようという動きにつながることもあり
ません。
　もちろん、一気に理想的な姿に持っていくこ
とは出来ないでしょうが、ツールを使っての
『あるべき姿』が見えていれば、プロジェクト
を何回か回す中で、判断のプロセスを含めて、
自分たちの組織にあった効果的なプロセスを組
み立てていくことが出来るはずです。実際、Ｃ
ＭＭの元になっている『ソフトウェアプロセス
成熟度の改善』という文献では、構成管理への
取り組みを２段階に分け、最初はソースを対象
とし、ドキュメント類を含めた構成管理は、後
の方に設定しています。私に言わせれば、ソー
スへの導入の前にも、先ずは現存する既存モデ
ルのソースの登録と、用意した標準と手順の確
認のために机上でのシミュレーション・ゲーム
をやってみる事も有効です。あるべき姿を持っ
ていれば、これも可能なはずです。

マネージメント能力
　
　さらに、この種の問題を解決するために必要
なのは、マネージメントの能力です。そこでの
決断は、単に構成管理を導入するかどうかとい
うことだけではなく、どのように取り組むかと
いうことも含まれています。残念ながら、後者
の方の決断がなされることは殆どないようで
す。それは、マネージャー自身が、構成管理と
言うもののあり方や目指すものを理解していな
いことに起因しているものと思われますが、す
でにこの段階で導入に失敗する可能性が高いと
言わざるを得ません。
　若いエンジニアも、最近は「文献」を読まな
くなったように思われますが、これはとても危
険な状態です。『プロフェッショナル化』の時
代に逆行している言わざるを得ません。この変
化の激しい分野に居ながら、若いときに必要な
文献を読んでいないということは、時代の要請
に応えられない可能性が高いということであ
り、そのような状態を許容（放置？）している
組織は、早晩、時代に取り残されることになる
でしょう。
　　　　　　　　　（次号に続く）

ホームページ →  http://village.infoweb.ne.jp/ ̃fwgf2942/index.htm

バッガーは、「デバッグ」という限られたプロ
セスの中で使われますし、ＣＡＳＥツールは、
時には、実装のプロセスにまでまたがります
が、分析や設計プロセスが中心でです。
　それに対して構成管理のツールは、派生モデ
ルの開発の場合などは、最初の変更要求仕様を
まとめる所から始まり、最後の評価を終えると
ころまで、殆どすべてのプロセスにまたがって
使用されます。途中で、このツールを適切に使
用しないでソースが作られる様なことがあった
ら、その時点で、構成管理は行き詰まることに
なります。
　このことは、関係する組織がすべて足並みを
揃えなければ、システムを構成するソースの
バージョンが管理出来なくなり、問題やその対
応状況などの追跡も出来なくなることを意味し
ています。この点もＣＡＳＥツールとは異なる
ところです。
　言い換えれば、その現場で行われている（混
濁した）作業のすべてにわたってプロセスを明
確にし、構成管理のツールがうまく使えるよう
に現在のプロセスを変えていかないと、ツール
としての効果を発揮しない可能性があるという
ことです。

あるべき姿を知る

　もう一つ、この種の取り組みで問題なのは、
エンジニアを含めた現場の人達が、構成管理に
ついて殆ど知識を持っていないということで
す。せいぜい、ツールベンダーが提供するセミ
ナーに参加するぐらいで、自分で関係する文献

　　―　解　　説　―

　最近は、ソフトウェアに対する要求が急速に
増大し、規模も難しさも大きく変化しつつあり
ます。多くの開発の現場では、そのことに戸惑
い、混乱し、模索しているようです。組み込み
システムの中には、実際にこの数年で、ソフト
ウェアの規模がＭＢ単位で数倍に膨れ上がって
いるものもあるようです。１００ＫＢが数倍に
なるのとは訳が違います。そのような状況が、
最近の構成管理ツールや文献に対する需要の高
まりの背景にあるものと思われます。

ツールの効能と誤解

　「ツール」には、一般に、手順やルールを強
制する力があり、それを使わないかぎり、目指
すものが作れない、というものもあります。た
だ、その強制力のために、現状のプロセスの中
に収まらないことが、これまでＣＡＳＥツール
の普及を妨げてきました。
　ツールは、そこで行われていた混濁した作業
を、あるていど機能別に分離する効果を持って
います。実装作業と言いながら、実態は分析も
設計も混じっていた作業が、適当なツールを使
うことによって、分析や設計に関する作業が際
立ってくることがあります。今風に言えば、
「プロセス」が見えてくる、というところで
しょうか。これは明らかに、ツールの効能で
す。もちろん、私がこう言ったからといって保
証するわけにはいきません。
　それに対して、ＵＭＬをサポートするツール
は、ＵＭＬ自身が「表記法」という立場をとっ
ているために、そのツールも操作に厳密性を要
求せず、使い手に任せた分だけ、“使いやす
い”結果となっているようですが、逆に、現行
プロセスを変える力には繋がらない可能性もあ
ります。
　そのような中で、構成管理用のツールは
ちょっと事情が違うようです。このツールは、
開発現場のコンピュータ・システムにインス
トールして、そのツールの操作方法を覚えれ
ば、問題が解決するというものではありませ
ん。このツールの場合、意図的にプロセスをコ
ントロールしないと、うまく活用できない可能
性があるからです。

複数プロセスにまたがる

　その一つの理由は、構成管理の及ぶ範囲が広
いことにあります。例えば、ソースライン・デ

　ソフトウェア構成管理（ＳＣＭ）は、すべてのプロジェクトに一様に適用するような一組の標
準的な実施手順ではない。ＳＣＭは、プロジェクトの規模、不安定性、開発プロセス、顧客参加
の程度、といった、各プロジェクトの特性に応じて調整されなければならない。１つのサイズで
はすべての人に合うわけはない。
　例えば、米国連邦航空局（ＦＡＡ）の国家宇宙システム（ＮＡＳＡ）は、７レベルの構成制御
委員会を設置しているが、これは明らかに小さなプロジェクトでは不適切である。使い捨て型プ
ロトタイプの開発は、構成管理で管理されたソフトウエア要求仕様書がなくても、おそらく実施
することができるだろうが、それは明らかに、本格的な開発では実施できない。
（２０１の鉄則：原理１７５＜製品保証の原理＝ＳＣＭをソフトウェア・プロセスに適応させよ＞）

▲Ｈ２ロケットの打ち上げ失敗やその前の東海村の臨界事故から、この国の品質管理の現状を
見る思いがする。日本は、品質では世界のトップを走っていたのではなかったのか？　「品質
のニッポン」とは、日本の製造業に与えられた称号ではなかったのか？
▲確かに、ＱＣ活動やＴＱＣ活動は、それなりの成果を収めてきた。生産性の面では、少し甘
いところはあるが、品質の面では問題ないと思われてきた。それが立て続けに失敗したこと
で、現実はそうではないことが露呈した。確かに、最近のＴＱＣ活動は、硬直化していた感は
ぬぐえない。
▲ＱＣ活動は誰のためのものだったのだろう。私が見たところ、ソフトウェアの技術者の間で
は、ＱＣ活動は浸透していない。彼らは、「あれは自分たちには合わない」「製造部門のため
のもの」と言って憚らない。ハードの分野でも、開発や設計のセクションでは、同じようにＱ
Ｃ活動に本気で参加していないのではないか？　ＱＣやＴＱＣは、非技術者に対してある程度
の品質を確保するための取り組みになっていたのではないか？
▲今必要なのは、いわゆる「技術者」に於ける品質技術の習得である。彼らを「品質管理」や
「品質保証」の面でも「一流」に教育しない限り、本来の技術でも活躍出来なくなる。そのた
めにも、ソフトウェアなど、これまでとは違った分野からの参加が必要であろう。

ＱＣ活動の "空白域""空白域"
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を
す
る
始
末
で
あ
る
。
も
と
も
と
卒
業
の
関

門
が
低
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
方
面
で
も
、

時
代
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
な

い
。

と
ん
ち
ん
か
ん
な
要
請

あ
ま
り
の
内
定
率
の
低
さ
に
、
労
働
相
や
文

部
相
が
経
済
界
に
対
し
て
採
用
枠
の
拡
大
を

要
請
す
る
有
り
様
で
、
ま
っ
た
く
お
か
し
な

話
で
あ
る
。
企
業
は
意
地
悪
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
来
た
こ
と
が

通
用
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
コ
ス
ト
体

質
の
悪
さ
が
一
気
に
表
面
化
し
た
た
め
、
人

件
費
を
切
り
詰
め
だ
し
た
の
で
あ
る
。
分
配

率
か
ら
み
て
、
決
し
て
無
謀
な
リ
ス
ト
ラ
策

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
個
々
人
の
生
産
性
が

上
が
ら
な
い
こ
と
の
方
が
問
題
な
の
で
あ

る
。

そ
ん
な
と
き
に
、
大
臣
が
採
用
枠
を
拡
大
し

て
欲
し
い
と
要
請
す
る
の
は
、
全
く
の
筋
違

い
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
行
く
と
、
新
卒
の
採

用
に
対
し
て
半
年
間
の
資
金
援
助
す
る
と

い
っ
た
優
遇
措
置
も
出
か
ね
な
い
。
こ
の
発

想
は
、
失
業
者
に
対
し
て
既
に
今
回
の
「
経

済
新
生
対
策
」
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

が
、
リ
ス
ト
ラ
に
遭
遇
し
た
労
働
者
は
、
こ

の
制
度
で
振
り
回
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し

て
振
り
回
さ
れ
て
い
る
親
を
見
て
、
若
い
人

の
会
社
に
対
す
る
不
信
は
募
る
だ
ろ
う
し
、

そ
の
こ
と
が
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
人
間
を
増
や
す

こ
と
に
も
な
る
。

今
、
政
府
が
動
く
べ
き
は
、
大
学
や
高
校
だ

け
で
な
く
専
門
学
校
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
、
時
代
に
合
わ
せ
て
早
急
な
見
直
し
を
求

め
る
こ
と
で
あ
り
、
競
争
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
取
り
入
れ
た
、
世
界
に
通
用
す
る
も
の
に

変
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
即
効
性
は
な

い
が
、
今
こ
の
手
を
打
っ
て
お
か
な
い
と
、

五
年
経
っ
た
と
き
、
打
つ
手
が
無
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

ま
た
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成
の
た
め
の
税

制
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。
新
設
企
業
に
つ

い
て
は
最
低
五
年
間
の
税
制
優
遇
、
そ
れ
も

中
途
半
端
で
は
な
く
、
自
分
も
や
っ
て
み
よ

う
と
い
う
気
に
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
に
対
す
る
税
率
も
、

大
胆
に
低
く
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
即
効
性
に
近
い
効
果
が
期
待

で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
今
の
大
蔵
省
は
賛
成
し
な
い
だ

ろ
う
。
だ
が
九
〇
年
代
に
入
っ
て
の
不
況
か

ら
の
脱
出
に
手
間
取
っ
て
い
る
原
因
の
一
つ

就
職
先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
焦
っ
て

い
る
学
生
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

中
に
は
、
就
職
し
な
い
選
択
も

あ
る
と
い
う
。
確
か
に
、
意
に

沿
わ
な
い
企
業
を
選
ん
で
も
長

続
き
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

統
計
デ
ー
タ
も
示
し
て
い
る
。

企
業
に
と
っ
て
も
、
二
、
三
年

で
辞
め
ら
れ
て
は
コ
ス
ト
を
回

収
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
気
に
な

る
の
は
、
こ
こ
で
行
使
さ
れ
た
「
就
職
し

な
い
と
い
う
選
択
」
で
あ
る
が
、
仕
事
を

す
る
場
が
無
か
っ
た
の
か
、
求
め
ら
れ
る

分
野
や
レ
ベ
ル
の
仕
事
を
す
る
力
が
無

か
っ
た
の
か
を
、
判
断
出
来
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
る
。

親
を
通
じ
て
見
え
る
社
会
　

多
く
の
学
生
に
と
っ
て
、
就
職
す
る
と
い

う
こ
と
が
決
し
て
自
分
の
夢
を
実
現
す
る

も
の
と
は
限
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、

親
を
見
て
感
じ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
も
な

く
、
「
家
族
の
た
め
」
と
か
「
仕
事
だ
か

ら
」
と
い
う
言
葉
で
、
時
に
は
己
の
良
心

を
も
踏
み
に
じ
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
姿

を
見
て
、
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
最
近
で
は
、
リ
ス
ト
ラ
と
い
う
言

葉
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
父
親
の
姿
を
見

て
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
「
会
社
の

為
に
」
働
い
て
も
、
必
要
な
く
な
れ
ば
捨
て

ら
れ
て
し
ま
う
、
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
、
仕
事
を
「
自
己
実
現
」
の
場

と
捉
え
て
い
る
学
生
は
少
な
い
よ
う
に
思
え

る
し
、
第
一
、
「
自
己
実
現
」
と
い
う
概
念

す
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
レ
ベ
ル
に
も
問
題

就
職
を
困
難
に
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
原
因

は
、
学
生
の
学
力
の
低
下
で
あ
る
。
高
校

は
、
ど
う
し
て
も
大
学
の
方
針
や
状
態
の
影

響
を
受
け
る
が
、
職
業
教
育
の
方
面
は
、
完

全
に
時
代
に
置
い
て
い
か
れ
た
感
じ
が
す

る
。
今
か
ら
建
て
直
す
と
し
て
も
、
果
た
し

て
時
代
の
変
化
の
方
が
早
い
か
も
し
れ
な

い
。

一
方
、
大
学
の
責
任
は
重
い
。
学
生
の
受
験

の
負
担
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
で
、
入
試
科

目
を
減
ら
し
た
こ
と
が
、
此
処
に
来
て
学
生

の
質
の
低
下
に
拍
車
を
か
け
た
。
そ
の
結

果
、
大
学
の
講
義
に
支
障
が
出
る
と
い
う
こ

と
で
、
入
学
後
に
高
校
レ
ベ
ル
の
補
習
授
業

音音

景
気
の
回
復
が
進
ま
ず
、
既
存
企
業
が
新
規
の
採
用
を
手
控
え
て
し
ま

い
、
来
年
卒
業
の
学
生
の
就
職
内
定
率
が
大
学
生
で
六
三
・
六
％
と
落
ち

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
状
況
に
、
学
生
の
方
も
諦
め
の
心
境
か
、
全
体

と
し
て
深
刻
さ
は
感
じ
な
い
。

は
、
こ
の
よ
う
な
大
蔵
省
の
姿
勢
に
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
隣
の
韓
国
を

み
て
も
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
構
造
の
変
化

が
必
要
な
時
に
は
、
そ
れ
を
促
す
よ
う
な
方

策
が
必
要
で
あ
る
。

住
宅
ロ
ー
ン
に
対
す
る
優
遇
税
制
も
、
期
限

を
延
長
す
る
こ
と
に
大
蔵
省
は
反
対
し
て
い

る
が
、
彼
ら
こ
そ
が
、
最
大
級
の
「
モ
ラ
ト

リ
ア
ム
人
間
」
で
は
な
い
か
と
思
い
た
く
な

る
。
変
化
を
先
延
ば
し
し
て
い
る
と
い
う
点

で
は
同
じ
で
あ
る
。
　
　
　
■

　
一
般
に
、
「
選
択
」
に
迷
っ
て
い
る

と
き
の
行
動
は
、
小
林
秀
雄
の
言
う
よ

う
に
、
読
み
と
い
う
分
析
の
と
こ
ろ
で

立
ち
止
ま
っ
た
ま
ま
、
着
手
に
至
る
こ

と
が
出
来
ず
に
い
る
状
態
で
あ
る
。
そ

こ
で
“
ど
っ
ち
が
良
い
の
だ
ろ
う
か
”

と
、
迷
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
人
は

真
剣
に
先
の
こ
と
を
考
え
た
つ
も
り
な

の
だ
が
、
選
択
で
き
な
い
原
因
が
、
ア

プ
ロ
ー
チ
が
逆
さ
ま
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
て
い
な
い
。

　
ち
ょ
う
ど
、
分
か
れ
道
を
前
に
し

て
、
ど
っ
ち
に
し
よ
う
か
、
と
迷
っ
て

い
る
状
態
で
、
そ
こ
に
居
続
け
て
も
、

選
択
の
判
断
が
出
来
る
材
料
は
手
に
入

ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
は
、
右
も
左
も

「
選
択
可
能
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ

り
も
、
（
仮
に
）
ど
ち
ら
か
に
決
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
場
面
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
途
中
で
、
行

き
詰
ま
っ
た
ら
、
さ
っ
き
の
選
択
肢
の

所
に
戻
っ
て
、
も
う
一
つ
の
方
に
進
め

ば
よ
い
。

　
分
析
で
最
終
的
な
答
え
が
見
つ
か
る

の
で
は
な
く
、
選
択
肢
が
見
つ
か
っ
た

ら
、
ど
ち
ら
か
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
で
、
新
た
な
問
題
に
遭
遇
す
る
事
が

出
来
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に

こ
っ
ち
の
方
が
良
い
、
と
い
う
こ
と
で

選
択
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
碁
打
ち
の
上
手
が
、
何
時
間
も
、
生
き
生
き
と
考
え
る

こ
と
が
出
来
る
の
は
、
一
つ
或
は
若
干
の
着
手
を
先
づ
発

見
し
て
い
る
か
ら
だ
。
発
見
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
実

地
に
つ
い
て
確
か
め
る
読
み
と
い
う
も
の
が
可
能
な
の

だ
。
人
々
は
普
通
、
こ
れ
を
逆
に
考
え
勝
ち
だ
。
読
み
と

い
う
分
析
か
ら
、
着
手
と
い
う
発
見
に
至
る
と
考
え
る

が
、
そ
ん
な
不
自
然
な
心
の
動
き
方
は
あ
り
は
し
な
い
。

あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
が
、
下
手
な
考

え
休
む
に
似
た
り
、
と
い
う
言
葉
の
真
意
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
秀
雄

モラトリアム人間

今月の一言


